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質問１ 奥河内構想の充実について 
問 奥河内構想の広域化の促進及び千石谷の具体的活用について。 

答弁 広域的な事業として、ダイヤモンドトレールの活用取り組みがあり、発掘、発信してい

る。今後も、他市町村と連携を積極的に進め、市の魅力を対外的に発信し、市外からの来

訪者の増加につなげたい。千石谷の具体的活用について、観光的利用拡大について関係機

関や林道所有者と協議しながら、可能性や課題について検討したい。 

問 高野山開創 1200年記念事業とのタイアップは。  

答弁 奥河内くろまろの郷の活用を図りながら、多くの方に市の魅力を伝えられるよう検討し

たい。 

 

質問２ 福祉施策について。 
問 医療的ケアを必要とする障がい児の支援学校通学バスについて。 

答弁 平成２４年度より大阪府南河内地区の障がい福祉課等が参加した重症心身障がい児者地

域ケアシステム整備事業の連絡会議が開催。平成２６年度から、医師会、医療機関等を含

むケアコーディネート事業として開催し、障がい児者と介護者の生活支援充実を最重点施

策として推進し、取り組まれている。市教育委員会として進学保障の観点から、医療的ケ

アの必要な児童・生徒とその家族が安心して学校に通えるような方策の実現に向けて、障

がい福祉課と連携しながら、大阪府教育委員会、府立支援学校への要望等を続けたい。 

問 地域の実情に合わせた地域包括ケアシステムの策定について。 

答弁 現在策定中の本計画の方向性として地域包括支援センターの機能強化、地域ケア会議の

推進、認知症高齢者の早期対応、在宅ケア体制の確立に向けた医療・介護連携の推進、また、

移送問題や地域課題の発掘とともに地域力の向上をめざす地域における支え合い体制の整

備など、施策展開の重点課題として掲げ、市の実情に応じた地域包括ケアシステムの構築を

進めたい。 

 

質問３ 交通政策について。 
問 上原西町の大型家電量販店に隣接する府道大野天野線の信号機のない交差点に 

信号機の設置について。 

答弁 当初、昨年内に完成すると聞いていたが、他の設置工事との兼ね合いから、平成２６年

度内に完成すると聞いている。 

問 そうじん橋を含めた宮の下農道及び市道町井高木線と上久保１号線が交わる交差点の対策

について。 

答弁 地区外の車が流入しないよう、交通抑制を中心に対策を図りたい。 
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平成２５年１１月に、上原西町～消防庁

舎前交差点間の約３００ｍが開通となっ

た府道大野天野線。上原西町の大型家電量

販店に隣接する交差点（左地図○印）は、

信号機もなく道路が開通となりました。 

 

開通以前から、国道１７０号線（外環状

線）と隣接の旧国道１７０号線の交差点で、

朝夕そして土日祝と慢性的に渋滞が発生

するため、当該交差点が抜け道として多く

の自動車等の車両が利用していました。 

 

また、多くの歩行者が同府道を横断していました。安全の

確保をしなければいけないと、決算委員会や予算委員会等で

問題提起をし続けました。しかし、

安全確保のないまま同府道は開

通となり、日を追うごとに交通量

も増えるとともに、交通事故が頻

繁に発生するようになりました。 

 

信号機設置にむけこれまで、平成２５年１２月６日に所轄の河内長

野警察署長と、道路を管轄する富田林土木事務所所長にそれぞれ要望

書を提出するとともに、市議会本会議において３回の個人質問を重ね、

早期実現にむけ全力で取り組んで参りました。 

 

この度、平成２７年１月３０日に当該交差点に信号機が設置されました。これまで、多くの

住民の皆さまからお寄せいただいたお声がカタチとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※近接の上原町交差点と旧国道１７０号線交差点の信号を合わせています。 

皆さまのお声が「カタチ」となりました！ 

～上原西町の交差点に信号機を設置～ 

要望書を 

富田林事務所所長に 

警察、土木の配慮で 

中村議員と信号機の

点灯スイッチを 

 


